
DAIHEN Corporation 

1 

  株式会社ダイヘンの    

   化学物質削減活動 
    [ 柱上変圧器の修理工場 ] 

株式会社ダイヘン 
配電機器事業部 兼平工場  
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 商    号    ： 株式会社ダイヘン 

 代表取締役社長 ： 田尻 哲也 

 設    立  ： 1919年12月1日 

 資  本  金  ： 10,596百万円 

 売  上  高  ： 91,362百万円（平成25年3月期、連結）  

 従業員数  ： 4,039人（平成25年3月31日現在、連結） 

 事業内容   ： 各種電力機器、太陽光発電用パワーコンデショナ 
               溶接機、産業用ロボット、 
      半導体・液晶製造装置向けプラズマ発生装置、 
      半導体・液晶製造装置向けクリーン搬送ロボット 
      等の製造、販売、修理 

会社概要 
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配電機器事業部 

大形変圧器事業部 

電機システム事業部 

溶接機事業部 

メカトロ事業部 

ＡＰＳ事業部 

ＡＣＴ事業部 

社  長 

技術開発本部 

分散システム事業部 

本  社 

会社組織 
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ダイヘン製品 電力機器 
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ダイヘン製品 産業用ロボット・溶接機・プラズマ電源 
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ダイヘングループ環境方針 
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地域との共生① 

「ダイヘンまつり」 
毎年８月 十三事業所にて開催 
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地域との共生② 

▲なにわ淀川花火大会 

翌日清掃 

▼工場周辺の清掃 
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地域との共生③ 

▼各事業所 地域住民工場見学 

▼鳥取事業所 学生工場見学 ▼六甲事業所 就労体験受入 

十三事業所 鳥取事業所 泉大津事業所 
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ダイヘン修理（兼平）工場の全体写真 
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ダイヘン兼平工場の紹介 

配
電
機
器
事
業
部 

企 画 部 

電力営業部 

技 術 部 

制御システム部 

製 造 部 

兼平工場 

千歳工場 

変圧器の修理事業 

品質管理部 
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【修理の工程】 

⑧組立 

⑨検査 

⑩出荷 

②抜油 

③解体 

①引取り ④ 

中身の手入 

⑤ 

部品類の手入 

⑥ 

ケース手入 

塗 装 

⑦ 

フタの手入 

各部位に分ける。 
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修理後の製品 

引取り時の外観 修理後の外観 



DAIHEN Corporation 

14 

兼平工場の環境活動 

廃棄物・有価物置場の状況 具体的な廃棄物の絵で表示 

見える化の推進 
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兼平工場の環境活動 

緊急事態対応訓練の風景 

工場周囲の清掃風景 
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兼平工場の主な環境目標 

環境保全のための３つの目標 

① ＣＯ2削減 

   ･･･電気、ガス等のエネルギーの削減 

② 廃棄物の削減 

   ･･･産業廃棄物の削減・廃棄物の有価物化 

③ 化学物質（ＰＲＴＲ物質）の削減 

   ･･･キシレン・トルエン等の削減 
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ＰＲＴＲ物質の大気への排出量 

キシレン・トルエン等のＰＲＴＲ物質 

大気排出量は約８,０００ｋｇ 

大気排出量
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塗料及びシンナーの使用量 

塗料使用量
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シンナー使用量の推移
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塗料・シンナーともに使用量が増加傾向にあった。 
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工場のＰＲＴＲ物質削減活動 

キシレン・トルエン等、ＰＲＴＲ物質の削減を
ＱＣサークル（小集団活動）のテーマに取り
上げて活動を進めた。       

①塗料の使用量を減らす                 
②ＰＲＴＲ物質の含有率を減らす 

活動の着眼点 
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塗装工程の環境確認 

下塗り用ブース 

上塗り用ブース 

脱臭装置 

ブース及び脱臭装置が 
設置され、環境に配慮 
した塗装職場になって 
いる 
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塗料・シンナー量の削減活動 

塗装現場の塗装状況から問題点を抽出 

塗装する製品 

下塗りも吹付け主体
の塗装を実施。   
小さい製品は吹付け
塗料が周囲に飛散し、
無駄が多かった。 

吹付け塗料が上部へ流れる 
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①下塗り補修で 

  吹付け塗装を多用。 

  補修箇所以外も 

  吹付けして 

   塗料の無駄が多い。  

塗料・シンナー量の削減活動 

製品の塗装内容から問題点を抽出 

下
塗
り
補
修
箇
所 
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改善：下塗り（補修塗装）はハケ塗り主体に変更 

下塗りのポイントを決めて 

現場に表示（標準化） 

下塗り塗装方法の改善 

●縁の下側 

●金具部 

●先端部 

●錆を除去した後 

●塗装の薄い部分全般 
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塗装作業者の意識の向上 

塗装職場に塗装の作業ポイントを掲示 
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②塗料類の保管方法 

  が悪いため 

  シンナーが揮発 

  している。  

塗料・シンナー量の削減活動 

現場で保管状態を見て問題点を抽出 

揮発 
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塗料の保管方法の改善 

必要量の塗料類を保管 残塗料保管方法を改善 

改善前 改善１ 改善２ 

より揮発が少ないカバーに改善 
保管量と缶数を表示 
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ＰＲＴＲ物質削減の活動 

●塗料、シンナーに含まれるＰＲＴＲ 

    物質の含有率削減を検討。 

  [問題点]：塗料はお客様の承認品で 

       変更できない。 

      シンナーに 

限定して検討 

日本ペイント殿 

に協力を依頼 
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新シンナーの開発（調合）に成功 

シンナー種別 キシレン トルエン ｴﾁﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝ 

旧 
夏 用 63%含有 20%含有 12%含有 

冬 用  1%未満 64%含有 含有なし 

新 
夏 用  1%未満 含有なし 含有なし 

冬 用 1%未満 含有なし 含有なし 

新旧シンナーのＰＲＴＲ物質含有率の比較表 

ＰＲＴＲを殆ど含まないシンナーが開発（調合）された。 
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新シンナーの評価を実施 

工場での評価 技術部門での評価 

①作業性の確認 

②塗料の乾き具合 

③塗装の仕上がり状態 

●旧シンナーと新シンナーで塗装して比較確認した。 

①碁盤目試験 

②耐衝撃試験 

③塩水噴霧試験 

工場・技術部門とも問題なしの評価結果 

お客様に結果を報告し、使用許可を得た。 
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新シンナーの評価を実施 

旧シンナー 新シンナー 

碁盤目試験 

評価：新旧シンナーの差異なし 



DAIHEN Corporation 

31 

新シンナーの評価を実施 

旧シンナー 新シンナー 

耐衝撃試験 

評価：新旧シンナーの差異なし 
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新シンナーの評価を実施 

塩水噴霧 
試 験 

旧シンナー 新シンナー 

評価：新旧シンナーの差異なし 
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改善効果の確認 

大気排出量の推移
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改善効果の確認 

塗料使用量の推移
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●塗料・シンナーともに使用量が減少した。            
●２０１１年度と比較し、２０１２年度は約１４４万円の削減 

注：年間24,000台の修理台数で計算 
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工場作業者への意識付け 

昨年度２,０００ｋｇから今年度は１,０００ｋｇ程へ削減 

ＶＯＣ大気排出量 

工場内の 

掲示板に表示 
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工場作業者への意識付け（例） 

ＣＯ2排出量、廃棄物排出量のグラフも             
工場掲示板に掲載 

ＣＯ2排出量 廃棄物排出量 
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削減活動が上手くいったのは･･･ 

①日本ペイント殿の協力（新シンナーの開発） 

②塗装業者の協力（塗料保管方法の改善） 

③ＱＣサークル活動の活用（標準化） 

④見える化の推進（作業ポイント図等） 

⑤作業者の意識向上（工場掲示板の活用） 

  関係する者全員の協力で削減活動が 
 上手くいった。 
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新技術で新時代に 

ご清聴有難うございました。 


